
児童・生徒数の変化指数
※1990年の値を100とした場合
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【出所】国立社会保障・人口問題研究所「人口統計資料集」（～2010年）、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）出生中位(死亡中位)推計」（2015年～）、
生涯未婚率は厚生労働省「平成26年版厚生労働白書」（2015年～）より。

○少子化の影響は小中学校ですでに顕在化しており、児童・生徒数は１９９０年以降、大きく減少し、今後も減少するこ
とが見込まれる。




